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コンパクト  ミニバン・ワンボックス  軽自動車 

SUV・クロカン  輸入車 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Quick×ワンプライス成約車輌　8月度ランキング

　 先月に引き続き成約単価が上昇しており、共有在庫

への入札増となっています。特に高年式/低走行の車

両はオークションで落札できなかった会員が共有在庫

で割高でも落札する傾向が強くなっています。  

　また軽自動車は新車供給が戻ってきており、２～４年

落ちの中古車への商談が増えています。  

クイック･ネットワーク調べ

1位 
　プリウス 

平均 H27年   1,223,000円  

2位 
　ノート 

平均 H26年   732,000円  

3位 
　アクア 

平均 H26年   794,000円  

4位 
　ヴィッツ 

平均 H26年   525,000円  

5位 
　フィット 

平均 H24年   468,000円  

1位 
　ヴォクシー 

平均 H26年   1,441,000円  

2位 
　ヴェルファイア 

平均 H25年   2,125,000円  

3位 
　セレナ 

平均 H26年   1,219,000円  

4位 
　ノア 

平均 H26年   1,532,000円  

5位 
　アルファード 

平均 H26年   2,396,000円  

1位 
　タント 

平均 H25年   675,000円  

2位 
　Ｎ－ＢＯＸ 

平均 H27年   806,000円  

3位 
　ワゴンＲ 

平均 H26年   579,000円  

4位 
　エブリイワゴン 

平均 H26年   896,000円  

5位 
　ムーヴ 

平均 H24年   483,000円  

1位 
　エクストレイル 

平均 H27年   1,416,000円  

2位 
　フォレスター 

平均 H25年   1,064,000円  

3位 
　ハリアー 

平均 H27年   2,123,000円  

4位  　Ｃ－ＨＲ 

平均 H29年   1,772,000円  

5位 
　ＣＸ－５ 

平均 H27年   1,401,000円  

1位 
　ＭＩＮＩ 

平均 H24年   1,219,000円  

2位 
　５シリーズ 

平均 H26年   1,950,000円  

3位 
　Ｃクラス 

平均 H27年   2,652,000円  

4位 
　Ｅクラス 

平均 H28年   3,802,000円  

5位 
　１シリーズ 

平均 H23年   551,000円  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中古車輸出状況

中古車輸出　前年比25％減
ロシア３か月連続首位

　日本中古車輸出業協同組合がまとめた７月の中古
車輸出台数は、前年同月比２万８２７０台減の８万
６２５３台となった。仕向け国別では、ロシアが３か月
連続で首位となった。同国は、7.7％増の１万１７８７
台。２位のアラブ首長国連邦は、同30.8％減の
９９５５台となった。３位はニュージーランドで、輸出台
数は同17.8％の減少となった。

　全体の前年同月比では、24.7％の減少。上位20カ
国で伸び率が高かった国は、ガーナ（2.5倍
／524→1491台）、パキスタン（2.2倍／７７９台
→１７１０台）で、アフリカ、アジア勢などで輸出台数を
伸ばした。その一方で、バングラデシュで、ジャマイカ
などが大きく減少した。前月）比較では、12.5％の増
加となった。

中古車輸出統計データ - グーネット自動車流通より  

2020年8月

Quick×ワンプライス　輸出向け成約車輌ランキング

1位
　フォレスター

平均年式　H23年 平均金額　818,000円

2位
　ハリアー

平均年式　H26年 平均金額　1,770,000円

3位
　レジアスエースバン

平均年式　H25年 平均金額　834,000円

4位
　ハイエースバン

平均年式　H26年 平均金額　1,005,000円

5位
　カローラアクシオ

平均年式　H26年 平均金額　410,000円



Quick×ワンプライス出品成約状況

 

平均単価 

前年8月 

126,1万円 

今年8月 

125,8万円 

 

平均単価 

前年8月 

52,2万円 

今年8月 

56,7万円 

現車オークションの相場が高騰しており、仕入れ難の声が多く聞かれます。  

貿易向けが復活して相場を押し上げており当分この傾向は続くものと思われます。共有在庫は相変わらず成約単価高値維持しており、小売と並

行してリスク無く出品出来る共有在庫の利点を活用しているお店が多くなっております。  

自動車流通新聞AA実績速報 クイック･ネットワーク調べ 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2020年8月新車販売ランキング

日本自動車販売協会連合会・全国軽自動車協会連合会発表

軽自動車 

順位  ブランド通称名  ブランド名  台数  前年同月比 

１  Ｎ-ＢＯＸ  ホンダ  14514  79.4% 

２  スペーシア  スズキ  10579  99.1% 

３  タント  ダイハツ  9151  54.3% 

４  ムーヴ  ダイハツ  7594  86.3% 

５  ハスラー  スズキ  6384  198.0% 

６  ルークス  日産  6208  ----- 

７  Ｎ-ＷＧＮ  ホンダ  5853  84.1% 

８  ワゴンＲ  スズキ  5668  87.9% 

９  タフト  ダイハツ  5292  ----- 

１０  アルト  スズキ  5020  105.7% 

１１  ミラ  ダイハツ  4643  72.2% 

１２  デイズ  日産  4445  33.1% 

１３  ジムニー  スズキ  3257  170.0% 

１４  ｅＫ  三菱  2135  55.9% 

１５  ピクシス  トヨタ  1864  87.0% 

乗用車 

順位  ブランド通称名  ブランド名  台数  前年同月比 

１  ヤリス  トヨタ  11,856  ----- 

２  ライズ  トヨタ  9,391  ----- 

３  カローラ  トヨタ  8,751  156.4% 

４  フィット  ホンダ  7,158  129.9% 

５  アルファード  トヨタ  7,103  153.5% 

６  ハリアー  トヨタ  6,231  203.6% 

７  ルーミー  トヨタ  5,617  75.2% 

８  セレナ  日産  5,055  65.5% 

９  ヴォクシー  トヨタ  4,639  67.4% 

１０  ノート  日産  4,596  59.6% 

１１  フリード  ホンダ  4,165  59.5% 

１２  シエンタ  トヨタ  4,137  47.3% 

１３  プリウス  トヨタ  4,099  50.1% 

１４  アクア  トヨタ  3,813  50.9% 

１５  ノア  トヨタ  3,323  84% 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レトロフューチャーな新商品「EV CLASSIC(クラシック)」の先行予約を開始 
 
　ブレイズは、８月２５日より新商 
品「ＥＶ ＣＬＡＳＳＩＣ（クラシッ 
ク）」の先行予約の受付をスタート 
した。価格は８８万円（税・諸費用 
別途）を設定している。 
 
　同商品は、公道走行が可能な電気 
で動くクラシックカーで、クラシカ 
ルなデザインと、現代のＥＶ技術を 
掛け合わせた、「レトロフューチャ 
ー」をコンセプトに制作されている。 
また、原付ミニカー登録のため、車検・車庫証明が不要。１００Ｖの家庭用コンセントか
らの充電が可能で、ガソリン代が掛からず、セカンドカー・サードカーに重要なランニン
グコストを抑えることができる。 
 
　走りについては、現代のＥＶ技術で力強い走行を実現。走り出しからＥＶならではのト
ルクフルな加速力を体感することができ、エンジンの騒音がないため、住宅街でも安
心して走行ができる。搭載される大容量リチウムイオンバッテリーは、家庭用コンセン
トからの充電が可能、１回の充電でかかる費用は約１１０円。約５０㎞ 走行可能で、最
大速度は時速５０㎞。約８時間で満充電になる。 

自動車業界トピックス
スズキ、後付け急発進等抑制装置 
「ふみまちがい時加速抑制システム」を発売 
 
 
 
 
 
 
 
 
スズキ株式会社は、後付けが可能な急発進等抑制装置「ふみまちがい時加速抑制シス
テム」を、2020年8月21日より発売する。 
 
今回発売する「ふみまちがい時加速抑制システム」は、2012年9月から2014年7月に販
売したワゴンR FX・FXリミテッドに取り付けができ、発進時、車両前方または後方の壁な
どの障害物を検知した時に、ランプとブザーでお知らせし、その状態からアクセルペダ
ルが強く踏み込まれた場合にエンジン出力の上昇を抑制して、意図しない急加速を防
止する目的の装置である。 
 
スズキは、自動車事故のない未来に向けて予防安全技術「スズキ セーフティ サポート」
の普及に努めており、今回導入する「ふみまちがい時加速抑制システム」により、お車を
永くご愛用頂いているお客様にも安心をお届けする。 
 
「ふみまちがい時加速抑制システム」は、国土交通省が定める「障害物検知機能付きペ
ダル踏み間違い急発進抑制装置等」に該当し、サポカー補助金制度の対象となる。 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グーネット自動車流通より



中古車をオンラインで注文できるサービス 
「トヨタ 中古車オンラインストア」を開始 
 
　トヨタ自動車は９月８日より中古車を 
オンラインで注文できるサービス「トヨ 
タ中古車オンラインストア」を開始した。 
　「トヨタ中古車オンラインストア」は、 
トヨタ販売店が取り扱う一部の中古車を、 
見積りから契約までオンラインで完結で 
きるサービス。実車の確認は不可とし、車両状態の詳細等の細かな質問には［お問合
せ機能（電話・ＷＥＢ掲示板形式）］で対応していく。来店の手間なく、２４時間３６５日
いつでも注文可能とすることで、ユーザーの利便性向上を図っていく。 
　８日時点の掲載台数は約２００台だが、関東・中部・関西のトヨタ販売店が取り扱う中
古車から順次拡大し、年内には全国展開を予定している。 
　トヨタは近年、様々な商品・サービスのＥコマース化が進み、ユーザーのライフスタイ
ルが変化している中、クルマについても「忙しい日中にお店へ行くことなく、好きなタイ
ミングで購入したい」などの要望が高まったといい、また昨今のコロナウイルス感染拡
大以降、「対面の商談なしでクルマを購入できないか」との声も多く寄せられるように
なったという。　 
　トヨタは「こうしたお客様のニーズや思いに寄り添い『クルマの買い方』に関する困り
ごとを解決すべく、販売店と一体となって国内メーカーとしていち早く本サービスを開
始することにいたしました。新車についても将来的には、オンライン上で購入できる
サービスを開発し、お客様のより豊かなカーライフの実現に取り組んで参ります」とし
ている。 
 

自動車業界トピックス
「福井ヤナセ」「福井ヤナセ中央」がG-LIONグループ（兵庫県神戸市）に 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
福井ヤナセ株式会社は1960年創立で今年で60年を迎え、メルセデス・ベンツの福井県
正規ディーラーとして福井市と敦賀市に拠点を構えます。 
 
福井ヤナセ中央株式会社は1976年に設立で福井を拠点として、ポルシェ・プジョー・シト
ロエンのブランドを福井県正規ディーラーとして取り扱っています。 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グーネット自動車流通より

福井ヤナセ株式会社
〒918-8205
福井県福井市北四ツ居 2-1-15
　
MB福井ショールーム　
Tel:0776-52-0700
MB敦賀ショールーム　
Tel:0770-25-1880

福井ヤナセ中央株式会社
〒918-8205
福井県福井市北四ツ居 3-1-49

ポルシェセンター福井ショールーム　
Tel:0776-53-3010
プジョー福井ショールーム　
Tel:0776-54-1530
シトロエン福井ショールーム　
Tel:0776-54-9000
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Quick×Quickの海外向けサイトとの多彩な連携！

◆　Quick×Quickなら!! 
　　海外向けにも一括出品が出来ます！ 
 
◆　英語でのやり取り・輸出業務などは全て 
　　Quick×Quickにお任せ！ 
 
◆　会員様のお手数は一切無し！ 
 
◆　通常の共有在庫落札にて成約させて頂きます！ 
 
 
 

海外からの落札が毎月毎月増加中！ 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海外向けサイト、成約UPのテクニック

① 初年度登録を月まで入力 
　　輸出先に年式規制があり、登録月で輸出できる、できないがある！ 
② 長さ・幅・高さを入力 
　　車両のサイズによって、輸出する際の運賃が決まります！ 
③ 写真は出来るだけ多く 
　　輸出は画像だけで判断されています 
　　情報は多ければ多いほど販売機会はあがります 
　　特に状態表でレベル３以上の損傷が有る場合は画像がないと敬遠されがちです 

良い例 悪い例
成約に繋がる写真の撮り方

一歩下がって、車の左右上下のスペースがなくなるようにズームを
使用、角度は正面・側面により過ぎないように撮影位置を調整す
る。
日差しが強い時間を避け、車全体がよく映るよう光源を意識する。
上記の2ポイントに注意するだけでイメージが良くなります!!
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共有在庫で「売れる」為にするべきことは？
他よりも「目を引く」「わかりやすい」「申込ボタンを押す」そういった ” 仕掛け ” が必要です。 
  ①「初年度登録」 

　初年度登録は「年」だけでなく「月」まで入力 
 
 
②「ドア数」 
　ここにきちんと記載があると「車名」「グレード」と相まってクルマの
イメージが強くなります。 
 
 
③「グレード」 
　グレードが細かければ細かいほど、他のクルマより「良く」見えま
す。 
 
 
④「シフト」 
　「MT・AT」だけでなく、シフト位置まで記入しましょう 
 
 
⑤「エアコン」 
　「オートエアコン」なのか？「ダブルエアコン」なのか？ 
詳細をしっかりと記入しましょう。 
 
 
⑥「装備品」 
　動作に問題なく使用可能であれば、純正・社外問わずチェックをつ
けましょう。 
　車輌検索の時、このチェックが無いが為に検索結果に載らない事
もあり得ます。 

⑦　「外装色」「カラーNo」 
　単にシルバー/ブラックといった見た目の色では、この色の車が欲し
い！とピンポイントで探している人からは敬遠されてしまいます。 
　　正確な色名称とカラーNoを入力することで、入札チャンスが増加
します。 
 
 
⑧「定員」 
　特にミニバンの「７人乗り」「８人乗り」等の乗車定員が複数存在する
車輌は、未記入のままでは入札が入りにくくなります。 
　正確な数字を入れる事で入札率が格段に上がります。 
 
 
⑨「セールスポイント」 
　ここが一番重要です！他のクルマと差別化するには、このセールス
ポイントをいかに「目立たせるか！」 
　パッとこの出品票を見た時に「ここに目が行くように」することが重
要。 
　「☆」マークをつけて目立たせたり、強調したいポイント（差別化出来
るポイント）には「！」マークをつけるなど強調することが重要です！ 
 
⑩「検査記入欄」「展開図」 
　展開図への瑕疵記号と検査員記入欄への追記で、車の状態がより
伝わる事で、入札率がアップします！ 

① 
② 

③ 

④ 
⑤ 

⑥ 
⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑩ 



最大1,000万円利用可能「Quick×らくらく後払い」大好評!!

※注意 
※1　書類は当社にて預りとなります。入金確認後に書類発送となりますので、名義変更期限を考えてのご返済をお
願いします。 
※2 事前にリース会社による審査・契約が必要となります。 
※3 1台当たり車両価格500万円(税別)までとなります。Quick×スキップサポートと併せて1,000万円までとなります。 
※4 輸入車は一部お取り扱いできないメーカーが御座います。 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Quick×Quick 便利ツール

Quick×Quick会員なら多くの便利なサービスをご利用頂けます!! 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